
2代　表　質　問文中の傍線部分については、３ページに
用語解説を掲載しています。

　　　　　　　　　一　般　質　問

南
北
地
域
格
差
に
つ
い
て

中
瀬
　
信
之 

議
員

（
新
政
み
え
／

  

度
会
郡
選
出
）

都
市
計
画
に
つ
い
て

小
林
　
正
人 

議
員

（
自
由
民
主
党
／

  

鈴
鹿
市
選
出
）

元
気
な
伊
賀
地
域
の
実
現
に

向
け
て

稲
森
　
稔
尚 

議
員

（
草
の
根
運
動
い
が
／

  

伊
賀
市
選
出
）

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

舟
橋
　
裕
幸 

議
員

（
新
政
み
え
／

  

津
市
選
出
）

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
５
波
も
収
束
に
向
か

い
、
９
月
末
に
緊
急
事
態
宣
言
は
終
了

し
ま
し
た
が
、
第
６
波
は
必
ず
来
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
大
切
な
の

が
「
保
健
所
の
充
実
」、「
検
査
体
制
の

充
実
」、「
療
養
体
制
の
充
実
」、「
医
療

体
制
の
充
実
」、
そ
し
て
「
将
来
に
対

す
る
備
え
」
だ
と
考
え
ま
す
。

　
感
染
症
の
大
発
生
に
備
え
る
た
め
、

自
然
災
害
対
策
と
同
様
に
、
感
染
拡
大

を
見
据
え
た「
感
染
症
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

の
構
築
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
知

事
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
は
、
国
の
指
標
に

準
じ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
を
作
成
し

て
対
策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
今
後
は
、
新
た
に
「
①
感
染
拡
大
防

止
ア
ラ
ー
ト
」
を
発
出
し
、
感
染
状

況
に
応
じ
て
迅
速

に
対
応
で
き
る
仕

組
み
を
検
討
し
ま

す
。
な
お
、
今
後

予
想
さ
れ
る
第
６

波
に
備
え
、
こ
れ

ま
で
の
対
策
を
検

証
し
、
感
染
拡
大

の
フ
ェ
ー
ズ
を
意
識
し
な
が
ら
、
今
後

の
対
策
を
大
綱
と
し
て
取
り
ま
と
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

○�

三
重
と
こ
わ
か
国

体
・
と
こ
わ
か
大
会

に
つ
い
て

　
ほ
か

▲代表質問
（舟橋裕幸 議員）

北
朝
鮮
拉
致
問
題
解
決
促
進
！

中
森
　
博
文 

議
員

（
自
由
民
主
党
／

  

名
張
市
選
出
）

問
　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題

は
、
わ
が
国
の
国
家
主
権
と
国

民
の
生
命
・
安
全
に
関
わ
る
重
大
な
問

題
で
す
。
家
族
を
奪
い
、
人
生
を
奪
い

去
っ
た
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
は
絶
対
に

許
せ
ま
せ
ん
。
本
県

で
も
40
年
前
、
当
時

32
歳
で
行
方
不
明
と

な
っ
た
桑
名
市
の
方

が
、
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
の
可
能
性
が
高

い
と
い
う
こ
と
で
特

定
失
踪
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
被
害
者
や
家
族
の
高
齢
化
が
進
み
、

拉
致
問
題
の
解
決
は
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
北
朝
鮮
拉
致
問
題
解
決
促
進
に

向
け
た
県
の
取
り
組
み
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

国
家
の
基
本
構
成
要
件
は

国
民
・
国
土
・
主
権
の
３
つ
で

あ
り
、
そ
の
最
も
重
要
な
構
成
要
件
で

あ
る
国
民
を
近
隣
国
家
が
拉
致
す
る
と

い
う
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
拉
致
問
題
は
国
家
と
国
家
の
問
題
で

す
が
、
我
が
県
に
お
け
る
拉
致
の
可
能

性
を
排
除
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
１
日

も
早
く
解
決
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
、
政
府
と
の

共
催
で
、
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
に
向

け
た
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
岸
田
新
内
閣
に
期
待
す
る
も
の
！

○�

南
冥
の
空
と
海
に

お
け
る
ご
英
霊
の

追
悼
！　
ほ
か

▲代表質問
（中森博文 議員）

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
早
期
実

現
に
向
け
て

長
田
　
隆
尚 

議
員

（
草そ

う
莽も
う
／

　
亀
山
市
選
出
）

問
　
10
月
７
日
、
県
と
市
町
お
よ

び
経
済
団
体
等
で
構
成
さ
れ
る

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進
三
重

県
期
成
同
盟
会
」
の
臨
時
総
会
が
開
催

さ
れ
、
亀
山
市
か
ら
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
県
内
駅
候
補
地
案
と
し
て
３
つ
の

エ
リ
ア
で
構
成
す
る
「
亀
山
東
・
南
部

地
域
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
同
盟
会
総
会
に
お
い
て
県

内
駅
候
補
地
が
決
議
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
亀
山
市
の

案
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
の
か
、
絞
り

込
ん
で
い
く
の
か
、
新
た
な
案
を
作
成

す
る
の
か
な
ど
、
駅
候
補
地
の
決
定
方

法
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
亀
山
市
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

候
補
地
案
に
つ
い
て
は
、
交
通

工
学
、
都
市
計
画
、

交
通
・
地
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
観
光
学
関

連
な
ど
の
分
野
の
有

識
者
に
、
県
内
各
地

か
ら
県
内
駅
候
補
地

ま
で
の
交
通
ア
ク
セ

ス
の
利
便
性
、
防
災

上
の
課
題
と
対
策
、
観
光
誘
客
へ
の
効

果
な
ど
を
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
分
析

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
分
析
結
果
を
基
に
、
候
補
地
そ
れ
ぞ

れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理

し
、
市
町
お
よ
び
経
済
団
体
等
と
情
報

を
共
有
し
つ
つ
意
見
交
換
を
行
い
、
同

盟
会
に
示
す
案
を
取
り
ま
と
め
る
予
定

で
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
み
え
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
始
動

に
向
け
て

○�

盛
土
の
総
点
検
に

つ
い
て

▲代表質問
（長田隆尚 議員）

答

答

答

　
伊
賀
地
域
に
し
か
な

い
特
色
や
個
性
を
認
め

ら
れ
る
こ
と
な
く
し
て
、
多
様

で
豊
か
な
三

重
県
の
実
現

は
あ
り
得
ま

せ
ん
。
中
京

圏
と
関
西
圏

の
結
節
点
に

あ
る
伊
賀
地

域
と
し
て
は
、「
②
関
西
圏
営
業

戦
略
」
を
は
じ
め
関
西
圏
と
の

連
携
し
た
取
り
組
み
を
強
め
て

い
く
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。
知

事
の
伊
賀
地
域
に
対
す
る
思
い

と
、
関
西
戦
略
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

伊
賀
地
域
は
歴
史
・

文
化
・
食
材
な
ど
魅
力

あ
る
地
域
資
源
が
多
く
あ
り
、

三
重
県
が
関
西
圏
の
経
済
力
を

取
り
込
み
な
が
ら
発
展
す
る
た

め
に
大
変
重
要
な
地
域
で
す
。

関
西
圏
で
は
、令
和
７
年
の
「
大

阪
・
関
西
万
博
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
コ
ロ

ナ
収
束
後
も
見
据
え
て
、
三
重

県
へ
の
観
光
誘
客
な
ど
営
業
活

動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

伊
賀
市
が
県
内
最
多
の
た
め

池
の
防
災
・
減
災
対
策
に
つ

い
て

○�
県
立
高
校
に
お
け
る
定
数
内

不
合
格
及
び

中
途
退
学
の

実
態
に
つ
い

て　
ほ
か

答

▲一般質問
（稲森稔尚  議員）

問
　
県
南
部
地
域
は
第
一

次
産
業
や
観
光
産
業
が

主
要
な
産
業
で
す
が
、
他
の
地

域
と
比
べ
人
口
減
少
率
が
高

く
、
少
子
高
齢
化
が
著
し
い
な

ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　
南
部
地
域
の
発
展
に
は
、
第

一
次
産
業
の
新
し
い
展
開
や
観

光
産
業
な
ど
第
三
次
産
業
と
合

わ
せ
た
普
及
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
知
事
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
　
南
部
地
域
に
は
、
多

く
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
農

林
水
産
物
や
、
伊
勢
神
宮
、
熊

野
古
道
と
い
っ
た
人
々
を
魅
了

す
る
歴
史
や
文
化
な
ど
多
く
の

素
晴
ら
し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
南
部

地
域
な
ら
で

は
の
魅
力
を

高
め
な
が
ら
、

雇
用
を
生
み

出
す
好
循
環

を
つ
く
る
こ

と
で
地
域
の

活
性
化
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

危
機
管
理
体
制
の
強
化
策
に

つ
い
て

○�

県
産
木
材
の

利
用
促
進
に

つ
い
て　

　
ほ
か

問
　
今
後
、
各
基
礎
自
治

体
が
大
規
模
自
然
災
害

の
被
害
を
低
減
す
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
③
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
県

と
し
て
、
浸
水

予
測
区
域
等
災

害
リ
ス
ク
が
想

定
さ
れ
る
区
域

か
ら
人
口
誘
導

を
図
る
た
め
の

市
街
化
区
域
の

見
直
し
な
ど
、

全
体
の
都
市
計
画
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
く
の
か
、
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

答
　
昨
年
度
、
県
が
改
定

し
た
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
災
害
リ

ス
ク
が
高
い
区
域
に
土
地
利
用

検
討
区
域
を
設
定
し
、
防
災
・

減
災
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る

こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
市
町
に
お
い
て
、

こ
の
区
域
内
の
再
編
が
検
討
さ

れ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
被

害
低
減
施
策
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
県
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
市
町
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
的
確
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

④
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
障
が
い
者

に
つ
い
て

○�

河
川
整
備
事

業
に
つ
い
て

　
ほ
か

▲一般質問
（中瀬信之 議員）

▲一般質問
（小林正人 議員）

伊賀上野城

第５波新型コロナウイルス感染症
三重県における新規感染者数の
推移イメージ

ブルーリボン
拉致被害者の救出を求める
国民運動のシンボル


